
クラブ協議会

【部門別年度計画発表】-前半-

◎クラブ管理運営部門-大屋文夫委員長：未来像と

して私たちは世界で、地域社会でそして自分自身

の中で持続可能な良い変化を生むために人々が手

を取り合って行動する世界を目指すことを掲げて

おります。地区方針と田中会長方針に基づき、今

年度のクラブ管理部門として、次の目標を掲げま

す。＊クラブ奉仕委員会-糸川紀子委員長：今年度

の、ガバナー、クラブ会長の方針に伴い会員皆様

と一層協力し合い地区、クラブの活動を円滑かつ

効果的に推進されるように努めます。各委員会と

協力して活動のサポートをしていきます。通常例

会、移動例会、夜間移動例会、の目的を会員皆様

にご理解を頂き、出席率の向上に努めるとともに、

100％出席例会をめざします。奉仕活動、親睦活動

などを地域の皆様に浸透するように努力します。

＊ＳＡＡ-山田雅明委員長：ガバナーの輩出クラブ

である為、お客様も例年より多く来訪すると思わ

れ、例会の進行役として、秩序正しく運営するこ

とに努める。会員及び多くのお客様が来訪出来る

様、楽しく充実した例会としたい。会長、幹事及

び各委員会と連絡を密にし、会場運営に努める。

防犯のため、さらなる入口の監視に努める。＊財

務委員会-大石秀成委員長：予算の適正な執行に努

める。50周年記念事業に向け計画的な資金積立て

を行う。今後のクラブ財政を見据えて管理運営・

奉仕事業などの予算見直しを行う。＊親睦活動委

員会-立原靖広委員長：『会員相互の親睦と友情』

を基本理念とし、クラブ内の親睦を深めていきま

す。三大親睦活動《創立記念例会・クリスマス例

会・最終例会》を実施する。結婚・誕生・入会記

念日のお祝いを実施する。友好クラブ、他クラブ

との友好を深める。夜間例会・花見例会等への協

力。ベテラン、若手会員の発想と行動力により、

委員会の更なる充実を図る。＊友好クラブ委員会-

岡田悦行委員長：平成5年4月25日の友好クラブ締

結以来、第2670地区松山北ＲＣと大宮東ＲＣは相

互にクラブ訪問を実施して親睦を深めてまいりま

した。昨年度は大宮東ＲＣの大勢の会員が松山北

ＲＣの例会に訪問いたしました。今年度は松山北

ＲＣ様が訪問予定ですが、訪問時には大宮東ＲＣ

ならではのおもてなしを実行できるよう努めてい

きます。＊出席・スマイルボックス委員会-金子浩

万副委員長：出席率向上の為には、今日も例会に

参加して良かった、楽しかったと思える様に各委

員会と連携してより良い例会内容になるように努

め、気持ち良くスマイルボックスへ寄付をしてい

ただくようにします。スマイルボックスは各会員

からの善意の寄付金です。クラブの運営に使われ
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る事なく奉仕部門の支援運営のための資金となり

ます。今後の奉仕活動の趣旨を理解していただき、

善意でいただいた寄付金を活動強化のために使わ

せていただきます。会員の皆様にはご理解をいた

だき奉仕の精神によるご協力をお願いいたします。

＊ロータリー情報委員会-岡田悦行委員長：ロー

タリークラブのいろいろな情報を、会員に提供す

ることにより、より多くの会員のロータリーに関

する興味や内容の理解を深める手助けが、できる

ように活動します。ロータリーの友、ガバナー月

信の内容を吟味して興味ある内容を例会にて発表

します。会員のMY ROTARYの活用を促します。MY 

ROTARY登録率100％を継続します。＊プログラム

委員会-横田勝美委員長：ロータリー活動の基本

は例会に出席することです。その例会を魅力ある

ものにすることが、プログラム委員会です。会員

が楽しめる例会、会員のためになる例会を企画し

ます。会員各自が参加したいと感じてもらえる例

会を企画する。通常の例会に参加出来ない会員の

為に、夜間移動例会などを企画して会員相互の新

睦を深める機会を作る。適時会員の卓話や近況報

告等を取り入れ、出来るだけ参加100％の例会を

企画する。ロータリーの理解を深める為、月間

テーマにあったプログラムを企画する。


